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Abstract

Objective: The aim of this study was to examine the associations between frequency of using a cafeteria 

and dietary intakes in relation to location of residence among registered dietetics students.

Methods: Respondents included 686 students from the first to the third year at Kagawa Nutrition 

University who agreed to participate in the survey. The survey was carried out using a self-administered 

questionnaire and a brief self-administered diet history questionnaire （BDHQ） in December 2013 while 

the cafeteria was closed and in May 2014 after the cafeteria had re-opened. Data from 580 students with 

valid responses to the two questionnaires were used in the analysis. Respondents were divided into three 

groups by frequency of using the cafeteria: three or more times per week （17％）, 1-2 times per week （38％）, 

and 0 times per week （45％）. Changes in the source of dietary intakes before and after the cafeteria was 

closed were analyzed in relation to frequency of using the cafeteria and location of residence.

Result: Students who used the cafeteria 0 time per week after it re-opened were more likely to live 

with their family at home. Among students who used the cafeteria more than three times per week, 

the frequency of bringing a lunch-box and the frequency of buying lunch at a convenience store or 

supermarket decreased after the cafeteria re-opened compared to when it was closed, regardless of location 

of residence. Students who used the cafeteria three or more times per week and were living in the student 

boarding house or dormitory reported significantly higher intakes of energy, iron, retinol equivalent, 

vitamin D, f ish and seafood, green and yellow vegetables, and lower intakes of fruits before the cafeteria 

closed than when it re-opened. Students who used the cafeteria three or more times per week and lived 

with family at home reported signif icantly higher intakes of f ish and seafood, and lower intakes of eggs 

and bread before the cafeteria closed than when it re-opened.

Conclusion: Frequent use of the school cafeteria was associated with increased dietary intake, including 

iron, retinol equivalent, and vitamin D, especially among students who were living in the student boarding 

house or dormitory.
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緒　　言

　学生食堂（以後, 学食）は, 利用者である学生および

教職員の健康の保持・増進を目的に計画的かつ継続的に

行われる食事提供の場である。著者らの所属する女子栄

養大学の学食は, 定食とアラカルトを中心に昼食を提供

している。定食は, 主食, 主菜, 副菜, 汁物からなり, 主

菜 2 種類, 副菜 3 種類から自由に 1 種類ずつ選択でき

る。価格は, 定食 1 食 430 円, アラカルトは, 中華そば, 

うどん, カレー, スパゲティ等で 250 円～ 380 円, サラ

ダ, 小鉢は 50 円～ 100 円で販売されている。特に定食

は, 学生に必要なエネルギー・栄養素量の補給ができる

よう設計されており, 学食を利用することで健康の保

持・増進が期待できる。また, 定食は 1 食あたりのエ

ネルギー・栄養素量（炭水化物, 脂質, たんぱく質, 食

塩相当量）, 並びに四群点数法に基づく点数（ 1 点＝80 

kcal）が公開されており, 学生はいつでも確認すること

ができる。これらを活用することにより, また実際に喫

食することにより, 栄養バランスのとれた食事について

具体的に学習する場にもなっている。

　前報 1） では, 一人暮らしの学生において昼食の調達元

は習慣的な栄養素や食品の摂取量に関係することが示

された。また, 学食の利用や自宅で調理した弁当の持参

は, コンビニやスーパーで昼食を調達することよりもエ

ネルギー・栄養素摂取量及び食品摂取量にプラスに貢献

することも示唆された。女子栄養大学の学食は, 2013年

11月14日から2014年 1 月13日まで一時営業を休止した。

この期間, それまで学食を利用していた学生は, 学食以

外で昼食を調達する必要があった。学食の利用頻度に関

する先行研究では, 学生寮入寮者における寮内食堂の朝

食と夕食の利用頻度と料理の嗜好の関連を検討 2） したも

のがある。また, 別の先行研究ではカフェテリア方式の

学食を利用する男女大学生を対象に学食の利用頻度と料

理選択状況の実態が検討 3） されていた。これらの検討で

は, 学食の利用頻度と食物摂取状況との関連は検討され

ていない。

　そこで本研究は, 女子栄養大学の女子大学生にとって

の学食の役割を検討するために, 学食の利用頻度別に学

食休止中と再開後の食物摂取状況を比較することで, 次

の 3 点を明らかにすることを目的とした。1）学食利用

頻度別における学食休止中と再開後の昼食の調達元の違

い, 2）学食利用頻度別における学食休止中と再開後の

習慣的な食物摂取状況の差, 3）学食再開後の学食利用

頻度と学食利用のメリットに対する認知の関連, を明ら

かにすることである。

方　　法

1 . 調査対象者および調査方法

　調査の対象者は, 2013年度に女子栄養大学の管理栄養

士養成課程である実践栄養学科に在籍した 1～ 3 年生

686 名である。調査は, 学食営業休止中の2013年12月（以

後, 休止中調査）及び営業再開後の2014年 5 月（以後, 再

開後調査）に集合法により実施した。いずれの調査も実

施直後に回答状況を著者ら学内教員が確認し, 回答内容

に不備がある場合には個別に再調査を実施した。

　なお, 事前に調査の趣旨や参加方法などについて説明

し, 本人から文書により同意の得られた者を対象とし

た。本研究はヘルシンキ宣言の精神に則り, 香川栄養学

園倫理審査委員会の承認（受付番号：第 286 号）を得て

行った。

2 . 調査内容

 1）昼食を中心とした食生活についての自記式質問紙

　休止中調査及び再開後調査として実施した自記式質問

紙のうち, 本研究では以下の調査項目を用いた。休止中

調査では, 現在の昼食について尋ね, ①学食を利用, ②

自分で作った弁当持参（以下, 弁当持参（自分））, ③家

族が作った弁当持参（以下, 弁当持参（家族））, ④コン

ビニ・スーパーで購入, ⑤ファストフードを利用, ⑥そ

れ以外の外食, ⑦その他の各項目について, 週 5 回以

上, 週 3～ 4 回, 週 1～ 2 回, 週 0 回の 4 択から当ては

まる頻度を回答してもらった。

　再開後調査では, 学食以外の昼食について尋ね, 学食

休止中の①～⑦の項目を同様に尋ねた。さらに, 再開後

調査では, 学食利用のメリットに対する認知について

は, 学食が自分の食生活にプラスの貢献をしているか否

かについて, 昼食の摂取量, 昼食の料理数, 昼食を調達

する手間, 昼食を欠食する回数, 間食する頻度や量, 主

食・主菜・副菜のそろう食事の回数, 1 回の野菜摂取量, 

調理する頻度, 料理や献立の知識, 経済的な負担の各項

目について, ①そう思う, ②どちらでもない, ③思わな

い, の 3 択から当てはまるものを回答してもらった。

　また, 現在の居住形態について, ①自宅, ②自炊の下

宿・寮, ③食事つきの下宿・寮, ④その他より選択して

もらった。

 2）簡易型自記式食事歴法質問票

　休止中調査, 再開後調査, それぞれについて, 過去 1 か

月間の食物摂取状況について把握するために, 簡易型

自記式食事歴法質問票 （BDHQ: Brief-type self-admini-

stered diet history questionnaire）4, 5） による調査を実施し

た。習慣的なエネルギー摂取量 （kcal/日）および各栄

養素量を算出した。各栄養素摂取量及び食品群別摂取

量については, 前報 1） と同様に算出した。また, 自己申

告の生年月日と調査日から年齢を, 身長および体重か

ら BMI （Body Mass Index; 体重 （kg） ÷身長 （m）2） を算

出した。

3 . 統計解析

　調査対象者 686 名のうち, 休止中調査と再開後調査の

質問紙と BDHQ の全てが揃った学生は 644 名だった。

このうち, 質問紙に不備のあった者 6 名, 30歳代 3 名及

び 60歳代 1 名を除外した。さらに, BDHQ で算出され
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たエネルギー摂取量が, 年齢毎に算出された身体活動レ

ベル レベルⅠの場合の推定エネルギー必要量 （EER） 6） 

の 0.5 倍未満, もしくは身体活動レベル レベルⅢの場

合の EER
 6） の 1.5 倍以上の者を各々過小申告または過

大申告の可能性が高い者とみなし, 除外した。過小申

告者は 54 名, 過大申告者は 0 名であった。以上を除外

した 580名を本研究の解析対象とした。なお, 解析対象

者 580 名のうち, 大学 1 年生は 189 名, 2 年生は 188 名, 3

年生は 203 名であった（2013年度）。

　学食の利用頻度は, 学食再開後の学食の利用頻度か

ら, 1 週間の半分以上を学食で食べている「週 5 回以

上」 19 名 （ 3 ％） と 「週 3～ 4 回」 81 名 （14％） を合わせ

て 「週 3 回以上」群 100 名（17％）とした。週に数回食

べている「週 1～ 2 回」 219 名（38％）を「週 1～ 2 回」

群, 全く学食を利用していない「週 0 回」 261 名（45％）

を「週 0 回」群とした。以上の 3 群に分け検討した。

　居住形態は, ②自炊の下宿・寮, ③食事つきの下宿・

寮, ④その他を合わせて「下宿・寮」とした。④に回答

した学生は, 自宅を離れて暮らしていたため, 「下宿・

寮」に含めることとした。解析は, 「自宅」と「下宿・寮」

の 2 群で行った。

　予備的解析で, 自宅の学生と下宿・寮の学生では学食

を含む昼食の調達元が異なることが明らかとなったた

め, 解析では, 「自宅」と「下宿・寮」の学生別に検討す

ることとした。

　学食再開後の学食利用頻度と対象者の属性及び学食利

用のメリットに対する認知との関連の検討にはχ2 検定

を用いた。学食利用頻度群別の学食以外の昼食調達元に

ついては, 休止中と再開後の変化の検討には, Wilcoxon

の符号付順位検定を, 休止中及び再開後の学食利用頻度

による群間差の検討には Kruskal-Wallis 検定を用いた。

学食利用頻度群別の習慣的な食物摂取状況については,

休止中と再開後の変化の検討には, 対応のある t 検定

を, 休止中及び再開後の学食利用頻度による群間差の

検討には, 一元配置分散分析を用い, その後の検定とし

て, 等分散の場合には TukeyHSD, 等分散を仮定しな

い場合には, Games-Howell の多重比較を行った。統計

解析には IBM SPSS Statistics version 22.0 （IBM Japan, 

Ltd., Tokyo, Japan） を用いた。いずれの解析も有意水準

は 5 ％とした。

結　　果

1 . 対象者の属性

　表 1 に学食再開後学食利用頻度別の対象者の属性の結

果を示した。年齢で有意な関連がみられ, 「週 0 回」群

が「週 1～ 2 回」群及び「週 3 回以上」群に比べ年齢が

低かった。居住形態でも有意な関連がみられ, 「週 0 回」

群は, 自宅学生の割合が高かった。

2 . 学食再開後の学食利用頻度別の昼食調達元の変化

　表 2-1 に下宿・寮の学生における学食再開後の学食利

用頻度別の学食休止中と再開後における昼食調達元の変

化を示した。「週 3 回以上」群は, 弁当持参（自分）と

コンビニ・スーパーの利用頻度が有意に下がった。「週 1

～ 2 回」群は, 弁当持参（自分）の頻度が有意に下がり, 

それ以外の外食の頻度が有意に上がった。「週 0 回」群

では, コンビニ・スーパーの利用頻度とその他の外食の

頻度が有意に上がった。群間差については, 学食休止中

では, 再開後の学食の利用頻度が高いほど, 休止中はコ

ンビニ・スーパーの利用頻度が高かった。学食再開後の

群間差では, 再開後の学食の利用頻度が高いほど, 弁当

持参（自分）とコンビニ・スーパーの利用頻度が低かっ

た。

　表 2-2 に自宅学生における学食再開後の学食利用頻度

別の学食休止中と再開後における昼食調達元の変化を示

した。「週 3 回以上」群は, 弁当持参（自分） と弁当持参

（家族）, コンビニ・スーパーの利用頻度が有意に下がっ

た。「週 1～ 2 回」群は, 弁当持参（自分）と弁当持参

（家族）, コンビニ・スーパーの利用頻度が有意に下が

り, それ以外の外食の頻度が有意に上がった。「週 0 回」

群では, 弁当持参（自分）の頻度が有意に下がり, そ

の他の外食の頻度が有意に上がった。群間差について

は, 学食休止中では, 弁当持参（自分）以外の項目で群

間差が認められた。再開後の利用頻度が高いほど, 休止

中は弁当持参（家族）の頻度が低く, コンビニ・スーパー

及びファストフードの利用頻度は高かった。学食再開後

の群間差では, 再開後の利用頻度が高いほど, 弁当持参

（家族）の頻度が有意に低かった。週 1～ 2 回群では, コ

ンビニ・スーパーの利用頻度が高かった。

3 . 学食再開後の学食利用頻度別のエネルギー・栄養素

摂取量, 食品群別摂取量の変化

　表 3-1 に下宿・寮の学生における学食再開後の学食利

用頻度別のエネルギー・栄養素摂取量, 食品群別摂取量

の変化について示した。下宿・寮の学生の「週 3 回以

上」群については, 学食休止中と再開後においてエネル

ギー, 鉄, レチノール当量, ビタミン D, 魚介類, 緑黄色

野菜は有意に摂取量が増加した。逆に果物類は有意に

表 1　学食再開後学食利用頻度別対象者の属性

学食利用頻度
p-value週 3 回以上

n＝100
週 1～ 2 回

n＝219
週 0 回
n＝261

年齢 （歳） ＊  20.4±0.8  20.4±1.0  19.9±0.9 ＜0.001

身長 （cm） ＊ 159.0±5.7 158.4±5.2 158.7±5.3 　0.651

体重 （kg） ＊  52.7±6.5  52.8±7.3  52.7±6.5 　0.989

BMI （kg/m
2 ） ＊  20.8±2.2  21.0±2.4  20.9±2.3 　0.834

居住形態†

　下宿・寮 53 （53％）  92 （42％）  71 （27％） ＜0.001

　自宅 47 （47％） 127 （58％） 190 （73％）
＊ 数値は平均±標準偏差, 一元配置分散分析
† 数値は人数 （割合）, χ2 検定
BMI: Body Mass Index
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％
）

 
2
 （

 
4
％
）

　
0
.1

5
7

 
2
 （

 
 
0
％
）

 
1
 （

 
1
％
）

　
0
.2

7
6

 
4
 （

 
2
％
）

 
1
 （

 
1
％
）

0
.0

6
6

　
0
.1

5
2

　
0
.4

8
6

週
 0

 回
5
3（

1
0
0
％
）

5
1
 （

9
6
％
）

9
0（

1
0
0
％
）

9
1
 （

9
9
％
）

6
7
 （

9
8
％
）

7
0
 （

9
9
％
）

　
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー

週
 3

 回
以
上

2
8
 （

 
5
3
％
）

 
3
 （

 
6
％
）

＜
0
.0

0
1

3
8
 （

 
4
1
％
）

3
0
 （

3
3
％
）

　
0
.4

4
0

2
1
 （

3
0
％
）

2
2
 （

3
1
％
）

0
.0

1
9

＜
0
.0

0
1

＜
0
.0

0
1

週
 1
～

2
 回

2
1
 （

 
4
0
％
）

2
6
 （

4
9
％
）

3
3
 （

 
3
6
％
）

4
3
 （

4
7
％
）

2
0
 （

2
8
％
）

3
0
 （

4
2
％
）

週
 0

 回
 
4
 （

 
 
8
％
）

2
4
 （

4
5
％
）

2
1
 （

 
2
3
％
）

1
9
 （

2
1
％
）

3
0
 （

4
2
％
）

1
9
 （

2
7
％
）

　
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

週
 3

 回
以
上

 
0
 （

 
 
0
％
）

 
0
 （

 
0
％
）

　
0
.5

9
3

 
1
 （

 
 
1
％
）

 
0
 （

 
0
％
）

　
0
.5

6
4

 
1
 （

 
1
％
）

 
1
 （

 
1
％
）

0
.1

8
0

　
0
.1

8
7

　
0
.1

8
3

週
 1
～

2
 回

 
6
 （

 
1
1
％
）

 
8
 （

1
5
％
）

 
6
 （

 
 
7
％
）

 
6
 （

 
7
％
）

 
1
 （

 
1
％
）

 
4
 （

 
6
％
）

週
 0

 回
4
7
 （

 
8
9
％
）

4
5
 （

8
5
％
）

8
5
 （

 
9
2
％
）

8
6
 （

9
3
％
）

6
9
 （

9
7
％
）

6
6
 （

9
3
％
）

　
そ
れ
以
外
の
外
食

週
 3

 回
以
上

 
2
 （

 
 
4
％
）

 
1
 （

 
2
％
）

　
0
.5

5
9

 
0
 （

 
 
0
％
）

 
0
 （

 
0
％
）

　
0
.0

1
6

 
0
 （

 
0
％
）

 
1
 （

 
1
％
）

0
.0

1
3

　
0
.0

6
4

　
0
.5

7
4

週
 1
～

2
 回

 
9
 （

 
1
7
％
）

 
8
 （

1
5
％
）

1
1
 （

 
1
2
％
）

2
2
 （

2
4
％
）

 
5
 （

 
7
％
）

1
2
 （

1
7
％
）

週
 0

 回
4
2
 （

 
7
9
％
）

4
4
 （

8
3
％
）

8
1
 （

 
8
8
％
）

7
0
 （

7
6
％
）

6
6
 （

9
3
％
）

5
8
 （

8
2
％
）

 
数
値
は
人
数

 （
割
合
）

 
休
止
中
と
再
開
後
の
比
較
は

 W
il

co
x
o
n

 の
符
号
付
順
位
検
定

, 
群
間
差
の
比
較
は

, 
K

ru
sk

a
l-

W
a
ll

is
 検
定

表
 2

-2
　
学
食
再
開
後
の
学
食
利
用
頻
度
別
の
昼
食
調
達
元
の
変
化

 （
自
宅
学
生
）

a
　
週

 3
 回
以
上

p
-v

a
lu

e
b
　
週

 1
～

2
 回

p
-v

a
lu

e
c　
週

 0
 回

p
-v

a
lu

e
休
止
中
群
間
差

p
-v

a
lu

e
再
開
後
群
間
差

p
-v

a
lu

e
学
食
休
止
中

学
食
再
開
後

学
食
休
止
中

学
食
再
開
後

学
食
休
止
中

学
食
再
開
後

n
＝

4
7

n
＝

1
2
7

n
＝

1
9
0

学
食
休
止
中

　
弁
当
持
参
（
自
分
）

週
 3

 回
以
上

 
8
 （

1
7
％
）

 
3
 （

 
6
％
）

　
0
.0

1
1

 
2
2
 （

1
7
％
）

 
1
8
 （

1
4
％
）

0
.0

3
4

 
3
4
 （

1
8
％
）

 
2
3
 （

1
2
％
）

　
0
.0

4
0

　
0
.8

3
1

　
0
.2

6
8

週
 1
～

2
 回

1
1
 （

2
3
％
）

 
6
 （

1
3
％
）

 
2
4
 （

1
9
％
）

 
1
7
 （

1
3
％
）

 
3
1
 （

1
6
％
）

 
3
6
 （

1
9
％
）

週
 0

 回
2
8
 （

6
0
％
）

3
8
 （

8
1
％
）

 
8
1
 （

6
4
％
）

 
9
2
 （

7
2
％
）

1
2
5
 （

6
6
％
）

1
3
1
 （

6
9
％
）

　
弁
当
持
参
（
家
族
）

週
 3

 回
以
上

1
1
 （

2
3
％
）

 
0
 （

 
0
％
）

　
0
.0

0
1

 
5
5
 （

4
3
％
）

 
3
5
 （

2
8
％
）

0
.0

0
2

1
2
1
 （

6
4
％
）

1
0
1
 （

5
3
％
）

　
0
.0

6
5

＜
0
.0

0
1

＜
0
.0

0
1

週
 1
～

2
 回

 
8
 （

1
7
％
）

 
7
 （

1
5
％
）

 
1
4
 （

1
1
％
）

 
2
3
 （

1
8
％
）

 
1
9
 （

1
0
％
）

 
3
9
 （

2
1
％
）

週
 0

 回
2
8
 （

6
0
％
）

4
0
 （

8
5
％
）

 
5
8
 （

4
6
％
）

 
6
9
 （

5
4
％
）

 
5
0
 （

2
6
％
）

 
5
0
 （

2
6
％
）

　
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー

週
 3

 回
以
上

2
2
 （

4
7
％
）

 
1
 （

 
2
％
）

＜
0
.0

0
1

 
4
3
 （

3
4
％
）

 
2
7
 （

2
1
％
）

0
.0

3
5

 
2
5
 （

1
3
％
）

 
3
1
 （

1
6
％
）

　
0
.1

4
5

＜
0
.0

0
1

　
0
.0

0
4

週
 1
～

2
 回

2
0
 （

4
3
％
）

3
2
 （

6
8
％
）

 
5
3
 （

4
2
％
）

 
6
8
 （

5
4
％
）

 
7
3
 （

3
8
％
）

 
7
3
 （

3
8
％
）

週
 0

 回
 
5
 （

1
1
％
）

1
4
 （

3
0
％
）

 
3
1
 （

2
4
％
）

 
3
2
 （

2
5
％
）

 
9
2
 （

4
8
％
）

 
8
6
 （

4
5
％
）

　
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

週
 3

 回
以
上

 
0
 （

 
0
％
）

 
0
 （

 
0
％
）

　
0
.3

6
6

 
 
1
 （

 
1
％
）

 
 
1
 （

 
1
％
）

0
.6

8
3

 
 
1
 （

 
1
％
）

 
 
1
 （

 
1
％
）

　
0
.0

5
7

　
0
.0

0
9

　
0
.6

7
7

週
 1
～

2
 回

 
9
 （

1
9
％
）

 
6
 （

1
3
％
）

 
1
6
 （

1
3
％
）

 
1
8
 （

1
4
％
）

 
1
0
 （

 
5
％
）

 
2
1
 （

1
1
％
）

週
 0

 回
3
8
 （

8
1
％
）

4
1
 （

8
7
％
）

1
1
0
 （

8
7
％
）

1
0
8
 （

8
5
％
）

1
7
9
 （

9
4
％
）

1
6
8
 （

8
8
％
）

　
そ
れ
以
外
の
外
食

週
 3

 回
以
上

 
0
 （

 
0
％
）

 
1
 （

 
2
％
）

　
0
.1

0
9

 
 
0
 （

 
0
％
）

 
 
3
 （

 
2
％
）

0
.0

0
5

 
 
0
 （

 
0
％
）

 
 
0
 （

 
0
％
）

＜
0
.0

0
1

　
0
.0

1
4

　
0
.0

5
8

週
 1
～

2
 回

 
6
 （

1
3
％
）

1
0
 （

2
1
％
）

 
2
1
 （

1
7
％
）

 
3
2
 （

2
5
％
）

 
1
2
 （

 
6
％
）

 
3
2
 （

1
7
％
）

週
 0

 回
4
1
 （

8
7
％
）

3
6
 （

7
7
％
）

1
0
6
 （

8
3
％
）

 
9
2
 （

7
2
％
）

1
7
8
 （

9
4
％
）

1
5
8
 （

8
3
％
）

 
数
値
は
人
数

 （
割
合
）,

 W
il

co
x
o
n

 の
符
号
付
順
位
検
定

 
休
止
中
と
再
開
後
の
比
較
は

 W
il

co
x
o
n

 の
符
号
付
順
位
検
定

, 
群
間
差
の
比
較
は

, 
K

ru
sk

a
l-

W
a
ll

is
 検
定
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表
 3

-1
　
学
食
再
開
後
の
学
食
利
用
頻
度
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
栄
養
素
摂
取
量

, 
食
品
群
別
摂
取
量
の
変
化

 （
下
宿
・
寮
の
学
生
）

a
　
週

 3
 回
以
上

p
-v

a
lu

e

b
　
週

 1
～

2
 回

p
-v

a
lu

e

c　
週

 0
 回

p
-v

a
lu

e

休
止
中
群
間
差

再
開
後
群
間
差

学
食
休
止
中

学
食
再
開
後

学
食
休
止
中

学
食
再
開
後

学
食
休
止
中

学
食
再
開
後

p
-v

a
lu

e
多
重
比
較

p
-v

a
lu

e
多
重
比
較

n
＝

5
3

n
＝

9
2

n
＝

7
1

 1
 日
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
栄
養
素
摂
取
量

エ
ネ
ル
ギ
ー

 （
k
ca

l）
1
,3

2
8
±

2
6
8

1
,5

1
4
±

3
4
2

＜
0
.0

0
1

1
,3

3
4
±

2
6
5

1
,3

7
5
±

3
0
7

　
0
.1

9
3

1
,3

5
9
±

3
1
5

1
,4

0
7
±

3
1
6

　
0
.1

1
3

0
.7

9
8

0
.0

3
9

a
＞

b

た
ん
ぱ
く
質

 （
％
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

1
4
.1
±

2
.1

1
4
.7
±

2
.0

　
0
.0

5
8

1
3
.9
±

2
.2

1
4
.2
±

1
.9

　
0
.2

4
8

1
3
.6
±

2
.6

1
3
.5
±

2
.1

　
0
.6

7
5

0
.5

2
2

0
.0

7
4

脂
質

 （
％
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

2
6
.1
±

6
.3

2
7
.4
±

4
.6

　
0
.0

5
3

2
6
.1
±

4
.8

2
6
.8
±

4
.6

　
0
.1

8
4

2
5
.8
±

5
.0

2
7
.0
±

5
.6

　
0
.0

7
3

0
.9

0
0

0
.7

6
6

炭
水
化
物

 （
％
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

5
7
.1
±

7
.5

5
5
.6
±

5
.6

　
0
.0

8
8

5
7
.5
±

6
.2

5
6
.3
±

5
.8

　
0
.0

6
0

5
7
.3
±

8
.4

5
5
.9
±

7
.8

　
0
.0

8
3

0
.9

2
5

0
.7

8
8

カ
リ
ウ
ム

 （
m

g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

1
,2

6
2
±

3
1
3

1
,3

2
8
±

3
3
0

　
0
.0

6
3

1
,2

6
9
±

3
7
4

1
,2

2
9
±

3
2
8

　
0
.1

4
9

1
,2

6
6
±

4
0
7

1
,1

7
9
±

3
0
4

　
0
.0

3
2

0
.9

9
4

0
.0

3
9

a
＞

c

カ
ル
シ
ウ
ム

 （
m

g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

2
8
7
±

9
9

 
2
9
2
±

1
0
6

　
0
.6

2
7

 
2
7
9
±

1
0
6

2
7
2
±

9
9

　
0
.4

2
0

 
2
9
6
±

1
1
8

2
7
6
±

8
8

　
0
.1

1
8

0
.6

0
9

0
.4

5
8

鉄
 （

m
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
3
.8
±

0
.8

 
4
.1
±

0
.9

　
0
.0

0
7

 
3
.8
±

0
.9

 
3
.9
±

0
.9

　
0
.2

8
8

 
3
.8
±

1
.1

 
3
.6
±

0
.8

　
0
.0

8
3

0
.9

1
5

0
.0

0
8

a
＞

c

レ
チ
ノ
ー
ル
当
量

 （
μ

g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
3
2
1
±

1
5
2

 
3
7
3
±

1
9
5

　
0
.0

3
2

 
3
2
9
±

1
4
5

 
3
3
5
±

1
6
5

　
0
.7

5
0

 
3
6
0
±

2
2
7

 
3
3
1
±

1
5
2

　
0
.2

3
5

0
.4

9
4

0
.3

2
9

ビ
タ
ミ
ン

 D
 （
μ

g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
4
.5
±

3
.2

 
5
.6
±

2
.5

　
0
.0

2
9

 
4
.5
±

3
.1

 
5
.2
±

3
.0

　
0
.0

5
7

 
5
.0
±

3
.4

 
4
.5
±

2
.4

　
0
.2

1
2

0
.5

0
2

0
.0

6
6

ビ
タ
ミ
ン

 B
 1
 （

m
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
0
.4

1
±

0
.0

8
 
0
.4

2
±

0
.0

7
　

0
.2

6
8

 
0
.4

1
±

0
.0

8
 
0
.4

0
±

0
.0

7
　

0
.1

7
2

 
0
.3

9
±

0
.1

0
 
0
.3

8
±

0
.0

8
　

0
.2

9
1

0
.2

9
8

0
.0

0
7

a
＞

c

ビ
タ
ミ
ン

 B
 2
 （

m
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
0
.7

0
±

0
.1

8
 
0
.7

4
±

0
.1

9
　

0
.0

6
0

 
0
.6

9
±

0
.1

8
 
0
.7

0
±

0
.1

7
　

0
.4

7
6

 
0
.7

1
±

0
.2

1
 
0
.6

8
±

0
.1

4
　

0
.2

3
4

0
.7

6
4

0
.1

2
1

葉
酸

 （
μ

g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

1
7
1
±

4
6

1
8
4
±

6
5

　
0
.0

9
1

1
7
1
±

6
3

1
7
1
±

6
2

　
0
.9

9
4

1
7
5
±

6
8

1
5
6
±

4
5

　
0
.0

0
4

0
.9

8
5

0
.0

1
7

a
＞

c

ビ
タ
ミ
ン

 C
 （

m
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
6
2
±

2
1

 
6
3
±

2
3

　
0
.7

7
1

 
6
3
±

3
0

 
5
8
±

2
7

　
0
.0

7
6

 
6
2
±

2
8

 
5
2
±

2
5

　
0
.0

0
1

0
.9

2
4

0
.0

6
8

総
食
物
繊
維

 （
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
6
.1
±

1
.4

 
6
.4
±

1
.6

　
0
.1

9
3

 
6
.4
±

2
.0

 
6
.1
±

1
.7

　
0
.0

6
4

 
6
.4
±

1
.9

 
5
.6
±

1
.6

＜
0
.0

0
1

0
.5

4
0

0
.0

4
3

a
＞

c

食
塩
相
当
量

 （
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
5
.0
±

1
.2

 
5
.2
±

0
.7

　
0
.2

9
5

 
4
.9
±

1
.0

 
5
.1
±

1
.0

　
0
.0

6
1

 
5
.0
±

1
.2

 
4
.6
±

0
.8

　
0
.0

0
2

0
.6

3
3

0
.0

0
1

a
b
＞

c

 1
 日
あ
た
り
の
食
品
群
別
摂
取
量

乳
・
乳
製
品

 （
g
/1

,0
0
0
 k

ca
l）

 
9
2
.3
±

6
4
.9

 
8
5
.7
±

6
6
.6

　
0
.3

9
9

 
8
1
.9
±

7
0
.1

 
7
6
.1
±

5
8
.3

　
0
.4

3
0

 
8
3
.3
±

8
0
.5

 
8
3
.7
±

6
2
.9

　
0
.9

6
2

0
.6

8
7

0
.5

9
8

肉
類

 （
g
/1
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摂
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。
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摂取量が減少した。「週 1～ 2 回」群については, 魚介

類が有意に増加した。逆に, 卵類, 豆類, 淡色野菜, 果

物類は有意に摂取量が減少した。「週 0 回」群について

は, 肉類が有意に増加した。摂取量が減少したのは, カ

リウム, 葉酸, ビタミン C, 総食物繊維, 食塩相当量, 淡

色野菜, 果物であった。

　群間差については, 学食休止中では, 肉類のみ群間

差がみられた。学食再開後では, エネルギー, カリウ

ム, 鉄, ビタミンB1 , 葉酸, 総食物繊維, 食塩相当量, 肉

類に群間差がみられた。これらの栄養素と食品群では多

重比較の結果, 「週 3 回以上」群は「週 0 回」群に比べ

摂取量が多かった。

　表 3-2 に自宅学生における学食再開時の学食利用頻度

別のエネルギー・栄養素摂取量, 食品群別摂取量の変化

について示した。自宅学生の「週 3 回以上」群について

は, 学食休止中と再開後において魚介類は有意に摂取量

が増加した。逆に卵類とパン類は有意に摂取量が減少

した。その他のエネルギー・栄養素摂取量, 食品摂取量

には有意な変化はみられなかった。「週 1～ 2 回」群に

ついては, 脂質のエネルギー比率, 菓子類は有意に増加

した。逆に, 炭水化物エネルギー比率, ビタミン C, 芋

類, 果物は有意に摂取量が減少した。「週 0 回」群につ

いては, 脂質のエネルギー比率と魚介類, 菓子類の摂取

量が有意に増加した。炭水化物のエネルギー比率, カリ

ウム, ビタミン B1 , 葉酸, ビタミン C, 総食物繊維, 淡色

野菜, 果物の摂取量が有意に減少した。

　群間差については, 学食休止中では, カリウム, カル

シウム, ビタミン B1 , ビタミン B2 , 総食物繊維, 緑黄色

野菜, 淡色野菜等において群間差がみられた。これらの

栄養素と食品群では多重比較の結果, 「週 0 回」群は, 他

群に比べ, 摂取量が多かった。学食再開後では, パン, め

ん類のみ群間差がみられた。

4 . 学食再開後の学食利用頻度別学食の食生活への貢献

　表 4-1 に下宿・寮の学生における学食再開後の学食利

用頻度別学食での食生活への貢献の結果を, 表 4-2 に自

表 4-1　学食再開後の学食利用頻度別学食での食生活への貢献＊
 （下宿・寮の学生）

学食利用頻度
p-value週 3 回以上

n＝53
週 1～ 2 回

n＝92
週 0 回
n＝71

昼食の摂取量（全体量） 

そう思う 49 （92％） 81 （88％） 36 （51％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  4 （ 8％） 11 （12％） 35 （49％）

昼食の料理数

そう思う 52 （98％） 82 （89％） 33 （46％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  1 （ 2％） 10 （11％） 38 （54％）

昼食を調達する手間

そう思う 49 （92％） 79 （86％） 40 （56％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  4 （ 8％） 13 （14％） 31 （44％）

昼食を欠食する回数

そう思う 37 （70％） 53 （58％） 24 （34％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない 16 （30％） 39 （42％） 47 （66％）

間食をする頻度や量

そう思う 24 （45％） 39 （42％） 18 （25％） 　0.034

どちらともいえない・思わない 29 （55％） 53 （58％） 53 （75％）

主食・主菜・副菜のそろう食事の回数

そう思う 52 （98％） 85 （92％） 49 （69％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  1 （ 2％）  7 （ 8％） 22 （31％）

1 日の野菜摂取量

そう思う 52 （98％） 79 （86％） 45 （63％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  1 （ 2％） 13 （14％） 26 （37％）

調理する頻度

そう思う 14 （26％） 41 （45％） 16 （23％） 　0.006

どちらともいえない・思わない 39 （74％） 51 （55％） 55 （77％）

料理や献立の知識

そう思う 42 （79％） 75 （82％） 43 （61％） 　0.006

どちらともいえない・思わない 11 （21％） 17 （18％） 28 （39％）

経済的な負担（負担が減ること） 

そう思う 16 （30％） 16 （17％）  5 （ 7％） 　0.003

どちらともいえない・思わない 37 （70％） 76 （83％） 66 （93％）

数値は人数（割合）, χ2 検定
＊各項目に対して学生食堂での食事がプラスの貢献をしているか尋ねた。
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宅学生における学食再開後の学食利用頻度別学食での食

生活への貢献を示した。下宿・寮の学生では, 昼食の摂

取量（全体量）, 昼食の料理数, 昼食を調達する手間, 昼

食を欠食する回数, 間食をする頻度や量, 主食・主菜・

副菜のそろう食事の回数, 1 日の野菜摂取量, 調理の頻

度, 料理や献立の知識, 経済的な負担の全項目で学食利

用頻度による回答に有意な差がみられた。自宅学生で

は, 料理や献立の知識のみ学食利用頻度と有意な差がみ

られなかった。下宿・寮の学生, 自宅学生ともに, 有意

な差がみられた項目のうち, 下宿・寮の学生の調理する

頻度, 料理や献立の知識以外の質問項目では, 学食の利

用頻度が高い群の方が「そう思う」と回答した割合が高

かった。

考　　察

　本研究は, 管理栄養士養成課程の女子大学生におい

て, 学食利用頻度群別における学食休止中と再開後の昼

食調達元に違いがあるか, さらに, 学食利用頻度群別に

おける学食休止中と再開後の習慣的な食物摂取状況に違

いがあるかを居住形態別に検討した。また, 学食の食生

活への貢献についての認知の違いについても検討した。

　本研究では, 前報 1） と同様に食事摂取状況を佐々木の

開発した BDHQ
 4, 5） を用いて把握した。BDHQ を用い

た, 18－24歳を対象とした研究 7） 及び管理栄養士・栄養

士養成課程の女子大生を対象とした研究結果 8） と比較

した。本研究の対象者は, エネルギー及び栄養素摂取

量, 食品群別摂取量ともにほぼ同様の結果が得られた。

身体特性についても同様の結果が得られたことから, 同

年齢, あるいは栄養学の教育を受けている者の結果とし

て特殊な集団ではないと考えられた。

　今回の検討では, まず, 昼食調達元が, 学食休止中と

再開後においてどのように変化したかを検討した。その

結果, 下宿・寮の学生, 自宅学生共に, 再開後に学食を

週 3 回以上利用している群では, 弁当持参やコンビニ・

スーパーの利用頻度が有意に下がった。学食を週の半分

以上利用している学生は, 学食休止中に弁当を持参する

表 4-2　学食再開後の学食利用頻度別学食での食生活への貢献＊
 （自宅学生）

学食利用頻度
p-value週 3 回以上

n＝47
週 1～ 2 回

n＝127
週 0 回
n＝190

昼食の摂取量（全体量） 

そう思う 44 （94％） 108 （85％） 95 （50％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  3 （ 6％） 19 （15％） 95 （50％）

昼食の料理数

そう思う 44 （94％） 115 （91％） 102 （54％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  3 （ 6％） 12 （ 9％） 88 （46％）

昼食を調達する手間

そう思う 40 （85％） 101 （80％） 91 （48％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  7 （15％） 26 （20％） 99 （52％）

昼食を欠食する回数

そう思う 33 （70％） 67 （53％） 70 （37％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない 14 （30％） 60 （47％） 120 （63％）

間食をする頻度や量

そう思う 29 （62％） 62 （49％） 62 （33％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない 18 （38％） 65 （51％） 128 （67％）

主食・主菜・副菜のそろう食事の回数

そう思う 45 （96％） 119 （94％） 131 （69％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  2 （ 4％）  8 （ 6％） 59 （31％）

1 日の野菜摂取量

そう思う 45 （96％） 116 （91％） 118 （62％） ＜0.001

どちらともいえない・思わない  2 （ 4％） 11 （ 9％） 72 （38％）

調理する頻度

そう思う 20 （43％） 30 （24％） 35 （18％） 　0.002

どちらともいえない・思わない 27 （57％） 97 （76％） 155 （82％）

料理や献立の知識

そう思う 31 （66％） 82 （65％） 118 （62％） 　0.842

どちらともいえない・思わない 16 （34％） 45 （35％） 72 （38％）

経済的な負担（負担が減ること） 

そう思う 15 （32％） 23 （18％） 23 （12％） 　0.004

どちらともいえない・思わない 32 （68％） 104 （82％） 167 （88％）

数値は人数（割合）, χ2 検定
＊各項目に対して学生食堂での食事がプラスの貢献をしているか尋ねた。
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かコンビニ・スーパーを利用していたと考えられた。

　佐々木らによると, 大学女子新入生において, コンビ

ニでの購入食品数が多いほどカロテン, たんぱく質, カ

ルシウム, 食物繊維等の栄養素の摂取量が少なかったこ

とを報告 9）している。前報 1） においては, 一人暮らしの

学生ではコンビニ・スーパーで昼食を調達している学生

は, 弁当や学食を利用している学生より食物摂取状況が

望ましくないことが示されている。コンビニやスーパー

で昼食を調達している学生は, 食物摂取状況に影響して

いると考えられた。

　学食休止中と学食再開後での食物摂取状況の違いの

検討結果から, 学食を週 3 回以上利用している下宿・寮

の学生は, 休止中に比べ再開後の方が, 鉄, レチノール

当量, ビタミン D, ビタミン B1 , 魚介類, 緑黄色野菜の

摂取量が多かった。同様に週 3 回以上学食を利用して

いる自宅学生では, 休止中から再開後で魚介類のみ増加

し, 卵類, パン類は減少した。これ以外の栄養素や食品

群では違いはみられなかった。このように, 週の半分以

上学食を利用していても, 下宿・寮の学生と自宅の学生

では結果が異なった。自宅の学生は, 学食休止中と再開

後で大きな違いがなかったのに対し, 下宿・寮の学生は

学食休止中より再開後の方が習慣的な摂取量が増加し

た栄養素や食品群が多くあった。また, 下宿・寮の学生

の学食再開後の群間差からみても, 学食を週 3 回以上利

用する群は週 0 回の群に比べ, カリウム, 鉄, ビタミン

B1 , 葉酸, 総食物繊維, 食塩相当量, 肉類の摂取量が多

かった。

　以上から, 下宿・寮の学生が学食を利用すること

は, 20代女性で不足しがちな栄養素である鉄 10）
, 同様に

不足しがちな野菜類 10） から摂取できるカロテンやカリ

ウム, 葉酸, 食物繊維, さらに, 魚介類から摂取できる

ビタミン D の摂取量増加が期待できることが示唆され

た。

　一方, 下宿・寮の学生のうち, 週 1～ 2 回程度学食を

利用する学生では, 休止中と再開後では魚介類は増加し

たが, 卵類, 豆類, 淡色野菜で有意に減少した。学食を

全く利用しない週 0 回の学生でも休止中と再開後では肉

類は増加したが, カリウム, ビタミン B2 , 葉酸, ビタミ

ン C, 食物繊維, 淡色野菜等では有意に減少した。

　再開後の学食利用頻度別にみた学食での食生活への

貢献についての認知の結果では, 下宿・寮の学生, 自宅

学生共に, 多くの項目で学食の利用頻度が高いほど学食

が自身の食生活へプラスの貢献をしていると回答した

割合が高かった。特に学食の利用が週 0 回の学生と週 1

～ 2 回, 週 3 回以上の群に割合の差がみられた。学食を

利用している者では, 学食の栄養学的な役割を認知して

いたと考えられた。逆に, 学食を全く利用しない学生で

は, 学食の栄養学的な役割の認知が低いと考えられた。

これらの学食を利用しない学生は, 学食を体験すること

で利用するメリットを感じれば, その後にも利用してみ

ようと思えるのではないかと考える。しかし, 学食を

利用しない学生でもその半数以上が, 学食のメリットと

して, 主食・主菜・副菜がそろう回数, 1 日の野菜摂取

量, 料理や献立の知識をあげていた。そのため, 学食の

食事は栄養バランスがいいと考えてはいるが, 利用しな

い何らかの理由があると考えられる。

　女子学生を対象とした先行研究では, 学食を利用する

理由に価格があげられている 11） ことや, 学食への要望と

して値段が高いこと 12） が挙げられている。また, 別の

先行研究では, 学生が昼食にかける価格で最も多いのは

200～ 300 円と 300～ 400 円であったと示されている 13） 

ことから, 価格は学食で購入する際の大きな要因である

と言える。本研究の結果から, 学食の利用頻度が高いほ

ど経済的な負担が減ると回答する割合が高かったが, そ

の割合は, 他の項目に比べて低く, メリットを感じてい

る学生は, 自宅, 下宿・寮の学生ともに 3 割に留まって

いた。女子栄養大学の学食の定食は 430 円であり 400 円

を超えている。一人暮らしの学生にとって学食は重要な

食環境であることから, もっと利用しやすい価格帯の定

食や購入しやすい価格帯のおかずの提供も望まれる。今

回の調査では, 調査項目に学食を普段利用しない理由を

入れていなかったため, なぜ学食を利用しないか具体的

な理由はこれ以上明らかにすることはできなかった。今

後は, 学食を利用しない理由を明らかにして, これまで

利用していない学生に学食の利用を促すような取り組み

を行っていくことが課題であると考える。

　本研究の限界は次の 4 点が挙げられる。1 つ目は, 学

食利用者が普段どの定食や料理を選択しているかを調査

していないことである。学生の中には, 定食（主菜が肉

料理と魚料理）を選ぶ場合もあれば, 単品（麺類やカレー

ライス等）, 小鉢などを選ぶ場合もあるため, 週 3 回以

上利用している場合でも, その内容はかなり異なると考

えられる。2 つ目は, 低学年では食事提供を伴う授業が

あるために学食を利用しにくい日がある。このことは学

食を利用したくてもできない要因となっていると考えら

れる。学食の利用頻度が週 1～ 2 回と週 3 回以上の方が

週 0 回より年齢が高かったのはこのことも要因になって

いると考えられる。3 つ目は, 休止中調査は12月, 再開

後調査は 5 月にそれぞれ実施されている。12月と 5 月で

は季節により食事内容が異なることが考えられる。果物

の摂取量が全体的に減少しているのもそのためであると

考えられた。4 つ目は, 今回食事調査に用いた BDHQ に

よる結果は, 摂取エネルギー量を正確に推定できない。

そのため, 本研究には申告された摂取エネルギーで調整

した摂取量を検討に用いた。また, 栄養素及び食品群別

重量については, 全て 1,000 kcal 当たりの摂取密度であ

ることが本研究の限界である。

　以上のような限界はあるものの, 管理栄養士養成課程

の女子学生のうち, 食物摂取状況が望ましくない下宿・

寮の学生にとって昼食に学食を利用することは, 習慣的

な食物摂取状況に与える影響は大きいことが示された。

下宿生の食生活は, 自宅学生に比べて, 朝食欠食の割合
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が高いことや主食・主菜・副菜を揃えた食事をとる頻度

が朝食, 昼食, 夕食ともに低いこと 14）
, 下宿・寮の学生

は, 自宅生に比べ 3 食の食事パターンが望ましくないこ

と 15） が報告されている。また, 一人暮らしの学生は食事

を面倒だと感じているという報告 16） もあることから, 昼

食だけでなく 1 日全体の食事を視野に入れた支援も必要

と考えられる。

要　　約

　本研究は女子大学生を対象として, 学食の利用頻度

に注目し, 学食休止中と再開後の食物摂取状況を比較

し, 学食の役割を検討した。その結果, 下宿・寮の学生

において, 学食を週 3 回以上利用している群では, 学

食休止中に比べ学食再開後の方が, 鉄, レチノール当

量, ビタミン D の習慣的な摂取量の増加が期待できるこ

とが示唆された。下宿・寮の学生にとって, 学食は望ま

しい食事をとるために大切な食環境であることが示唆さ

れた。
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